
                           

 

【事業の目的】 
 地域における子育て支援拠点施設として平成３０年４月にオープンしたココ

ット（小川町子育て総合センター）を活用し、子育て支援施策の充実を図り、

「安心して子どもを産み健やかに育てることができるまち」の実現を目的とし

ています。  

 

【事業の内容】 
○  子育てに関するすべての事業を集約し、妊娠前から子育て期まで切れ目の

ない支援体制を充実させ、子育て支援サービスをワンストップで提供するこ

とにより、子育て世帯の不安解消を図ります。  

○  子育て支援センター業務においては、短時間一時預かり・多様な子育て講

座・多世代交流・SNS による情報配信など新たな事業展開により、利用者に

とって魅力的な業務運営を行います。また、土曜日の開館により、町民の利

便性の向上を図ります。  

 

【事業年度】 
 平成３０年度  

 

【予算額（千円）】 
 １７，３２０千円  

 

【財源】 
 地域子育て支援拠点事業費補助金（国・県）、一般財源（町）  

 

【事業実施に至った背景・経緯】 
 核家族化や地域のつながりの希薄化により、子育ての不安・負担・孤立感が

子育て世帯において高まっている傾向にあります。このような状況の中、主に
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に改修し、「小川町子育て総合センター」として平成３０年４月にオープンし

ました。今後は、子育て支援拠点施設としての機能を果たすため、ソフト事業

をより一層充実させる必要があります。  

 

【事業のＰＲポイント】 
○  子育て支援課機能・子育て支援センター・ファミリーサポートセンターを

集約することにより、子育てワンストップサービスを提供するとともに、子

育て支援課に従来の児童福祉担当に加えて母子保健担当が配置されることに

より、児童相談業務において児童と家庭に関する情報の一元化と迅速な対応

が可能となり、町民の利便性の向上と事務の効率化が図られます。  

○  子育て支援センター業務においては、プロポーザル方式による新たな委託

事業者の選定を行いました。従来の子育て家庭の交流や相談・援助業務の充

実と併せて、土曜日の開館を活用した父親向け子育て講座の実施など多様な

講座の充実・短時間一時預かりの実施・多世代交流の場の提供・SNS による

情報配信など利用者にとって魅力ある新たな事業展開により、利用者数の増

加を図ります。  

○  ７月から子育て支援センター業務において、生後２か月から６か月未満ま

での子どもの短時間一時預かりを実施します。町立保育園の一時的保育（満

６か月から未就学まで）を利用できない月齢の子どもを持つ親の外出やリフ

レッシュを援助し、子育ての不安・負担を解消します。  

○  従来の子育て支援センター利用者以外に、子どもの手当・助成や保育所入

所に関する手続きのほか、母子健康手帳の交付・乳幼児健診の実施により、

土曜日の開館と併せて、施設利用者の大幅な増加が見込まれ、施設の稼働率

が向上します。  

 

【事業実績・成果・今後の展開】 
 今後は、子どもの貧困対策としての子ども食堂の開設に向けた研究を進める

など、ソフト事業のより一層の充実を図り、子育て環境を整備することで、当

町の課題である人口減少（特に若い世代の転出増加、児童・生徒数の減少）の

抑制に寄与します。  

 

【参考資料】 

 リーフレット「ココット  小川町子育て総合センター」  

 

〔  連絡先  〕  

  子育て支援課  子育て支援担当    ０４９３（８１）６１８１  






